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一
年
を
振
り
返
っ
て

希
望
に
満
ち
溢
れ
、
高
い
志
を
も
っ
て
ス
タ
ー

ト
し
た
今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
1
ヶ
月
を
切
り
ま

し
た
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
員
の
皆
様
を
初
め
諸
団
体

の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
も
ち
ま
し
て
無
事
全
て
の

事
業
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
「
行
こ
う
、

想
像
す
る
未
来
へ
」
の
も
と
、
様
々
な
困
難
や
壁

を
乗
り
越
え
進
ん
で
来
ら
れ
た
の
は
皆
様
方
の
ご

協
力
と
Ｊ
Ｃ
Ｉ
安
来
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
行

動
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
1

番
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
「
Ｊ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
決
し
て

Ｊ
Ｃ

を
格
式
高
く
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
い
う
意
味
で

は
な
く
、
Ｊ
Ｃ
運
動
と
い
う
も
の
は
「
人
の
意
識

を
変
え
る
こ
と
」
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

私
た
ち
自
身
が
成
長
し
魅
力
的
に
な
る
こ
と
で
事

業
を
通
し
て
参
加
者
や
そ
の
周
り
の
方
々
に
私
た

ち
の
想
い
を
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
体
か
ら
自
然

と
流
れ
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
す
る
ひ
と

が
増
え
て
い
く
。
こ
れ
が
会
員
の
拡
大
に
繋
が
り

地
域
の
変
革
を
起
こ
す
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
基
礎

と
な
り
ま
す
。
会
員
拡
大
を
す
る
こ
と
は
Ｊ
Ｃ
の

魅
力
を
人
に
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今

年
度
新
た
に
策
定
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
を
含
め

8
名
の
メ
ン
バ
ー
が
増
え
ま
し
た
。
各
方
面
に
強

み
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
は
行
政
を
初
め
各
種
団
体
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
む
き
っ
か
け
と
な
り
、

幅
広
く
よ
り
効
果
的
な
事
業
を
創
り
上
げ
る
こ
と

に
繋
が
り
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
青
少
年
育
成
で

す
。
私
た
ち
大
人
が
地
域
や
誰
か
の
た
め
に
行
動

す
る
と
こ
ろ
を
見
た
子
ど
も
た
ち
に
魅
力
的
に
映

る
こ
と
で
安
来
の
未
来
へ
希
望
を
持
っ
て
も
ら
い
、

自
分
も
大
人
に
な
っ
た
ら
何
か
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
ま

し
た
。
正
直
こ
れ
が
で
き
た
か
ど
う
か
、
今
は
ま

だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
未
来(

子
ど
も)

育
成
の
た
め

に
撒
い
た
種
が
何
年
後
か
に
芽
を
出
す
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
、
第
56
代
理
事
長
の
職
を
お
預

か
り
し
、
そ
の
責
任
の
重
さ
と
一
生
に
一
度
し
か

な
い
か
け
が
え
の
な
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
け
た

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
で
社
会
に
少
し
で
も
良
い
変
化
を
も
た
ら

す
こ
と
で
お
返
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
に
で
き
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
3
つ
の
委
員
会
を
連
動
さ
せ
た
こ
と
で
少

し
だ
け
ま
ち
を
動
か
せ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
へ
「
Ｊ
Ｃ
は
ま
だ
ま
だ
面
白
く
な
る
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
埋
め
込
ん
で
バ
ト
ン
を
渡

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
Ｊ
Ｃ
Ｉ
安
来
の
運
動
に
ご
支
援
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様
方
に
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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2022年度JCI安来 1年の振り返り

想像する
未来育成委員会

委員長 山崎達矢
（2020年入会）

想像する未来育成委員会では子ども達が楽しみ
ながら地域のことを大切に想える大人になるよう
導くことを目的として活動をして参りました。

5月例会事業では小学生と保護者を対象に食の大
切さを学ぶために講話会を開催し、地元のオーガ
ニック野菜の収穫、調理実習、実食を体験してい
ただきました。ジュースやお菓子に入っている砂
糖や油の量を知って驚く親子の反応や、はじめて
オーガニック野菜を収穫する子どもたちの笑顔も
あり、参加された親子が楽しみながら食の大切さ
を学んでいただける事業となりました。

10月例会事業、第2回安来こども議会では高校生
を対象にし、自ら考えた安来市の問題に対しての
要望や提案などを議会の場で直接、市長に届けま
した。本番までに市議会議員の方々のご協力の下、
議会勉強会を開催し行政についての理解を深めた
後、青年会議所メンバーと共に安来市の問題に対
しての要望や提案を一生懸命考え、本番では緊張
しながらも堂々と声を出して市長に届けることが
できました。子ども達が安来市を盛り上げるため
に考えた要望や提案を市長に届ける経験をする事
でまちづくりに興味を持って進んで参画しようと
する意欲を高めるきっかけとなる事業となりまし
た。
一年間運動を通して子ども達に新しい知識や学

びの場を提供し意識を変えるきっかけを作れたと
思います。そして事業を展開するにあたり大変多
くの方とのご縁をいただき、協力を承りましたこ
とをこの場を借りて感謝申し上げます。このご縁
を大切にして今後とも活動していきたいと思いま
す。一年間ありがとうございました。

想像する地域変革委員会では地域の人々の意識を
変革するためには何が必要かを模索し、明るい未来
へ向けた「まちづくり」への仕組みづくりを目的に
一年間運動を展開して参りました。
4月には県外から安来市に移住された方をパネラー

としてお招きし、県外者の視点で「安来の魅力」に
ついて語っていただく事業を開催し、どじょっこテ
レビにて放映していただきました。参加者だけでな
く視聴された多くの方々に安来の魅力とは地域資源
や伝統芸能だけでなく、この地に住み暮らす人にこ
そ魅力が溢れていることを発信でき、まちへの愛着
を深めることに繋がったと考えます。
9月には新たな賑わいスポットの中海ふれあい公園

に着目し、市役所と連携して公園内でのキャンプ事
業を実施しました。公園に関するアンケート調査を
もとに事業内で公園の更なる発展の可能性を模索し、
得られた内容から提言書を安来市長へ提出しました。
事業を通して公園の管理的要因、利用者の声から現
状の問題点を知ることができ、公園が市民にとって
かけがえのない場所へと発展するよう事業で得られ
た声を市政に伝えることができたと感じております。
年当初に掲げた「明るい豊かな社会への旗振り

役」になるべく、委員会メンバー一丸となってまち
づくり運動を展開する過程で関わった方々の安来愛
に触れ、我々の意識もより熱く変革していくことが
できたと感じています。ご協力をいただきました皆
様に感謝申し上げます。一年間ありがとうございま
した。

想像するＪＣブランド確立委員会では、一人ひとり
が自己研鑽を積んで組織力を強化し、ＪＣＩ安来の魅
力と価値を改めて明確にしていくことを目的とし運動
を行って参りました。
3月例会事業ではメンバー同士の価値観の違いを学び、

ＪＣＩ安来の伸ばし続けるべき良い点や改善すべき点
を再確認し、誰もが活動しやすい組織の環境づくりに
ついて学びました。
7月例会事業では、新型コロナウイルス感染症の蔓延

により様々な催しが中止や延期になっているこんな状
況だからこそ、誰かが何かやるだろうと待つのではな
くＪＣＩ安来が常に率先して安来のために行動し、若
者らしい発想を実現することがまちの賑わいに繋がる
と考え「第1回ティラノサウルス陸上競技大会島根県大
会in安来」を開催いたしました。安来市陸上競技協会、
安来高校女子バスケットボール部の皆様にご協力いた
だき、安来市内は勿論市外県外からも多くの方にご参
加いただいたことで大盛況に終わり新聞・テレビ等の
メディアにも多数取り上げていただきました。事業終
了後には何件か「自分達の地域でも同じような催しを
やってみたい！」と問い合わせがあり、私たちＪＣＩ
安来の運動に共感しまちに対する意識を変えるきっか
けにしていただけた事業となりました。
今年一年間の運動を通して多くの方にＪＣＩ安来の

存在と運動を知っていただけたのではないかと思いま
す。今後も様々な運動を行ってまいりますので引き続
きどうぞよろしくお願いいたします。一年間ありがと
うございました。

想像する
地域変革委員会

委員長 永島太地
（2021年入会）

想像する
JCブランド確立委員会

委員長 矢田敦子
（2015年入会）
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インスタグラムも
やってます！

日々の活動の様子是非ご覧下さい♪

☎

こちらのQRコードからも
HPをご覧になれます。

対応時間：月・水・金曜日

（各日9:00～16:00）

景山潤一
景山総業（有）

醍醐靖幸
雲樹寺

木下 淳
（株）木下工務店

長谷 憲
(株)ながたに

内田浩平
(有)松浦建設

中田康太
(有)中田建設

足立隼人
(有)足立建設

秦 靖英
（株）はしまや

遠藤宗一郎
遠藤社会保険労務士事務所

石井寛幸
（株）三共スチール

高橋史加
Sylph Raum

山崎達矢
Body Care SMILE

永島太地
丸永建設(株）

平井友香
平井建設（株）

古藤靖大
(有)丸和運輸

宇山賢二
大同生命保険（株）

日野祐也
日野木工

私たちと一緒に活動しませんか？

地
域
住
民
の
方
々
に
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
て
の
意
欲
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
8
月
25
日
広
瀬
町
三
日
月
公

園
河
川
敷
に
て
開
催
し
た

「G
U
N
G
UN
S
PL
A
SH
 
TH
E
 

F
I
N
AL

」
に
は
た
く
さ
ん
の
方

に
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

竹
水
鉄
砲
合
戦
で
は
こ
ど
も

の
部
で
8
チ
ー
ム
、
大
人
の
部

で
22
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
見
て
い
る
だ
け
で
も

勝
っ
た
と
き
の
喜
び
や
負
け
た

と
き
の
悔
し
さ
が
伝
わ
る
熱
い

戦
い
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
で

は
、
予
定
来
場
者
数
を
は
る
か

に
超
え
多
く
の
賑
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。G

U
N
G
U
N
S
PL
A
SH

は
今

大
会
で
最
後
と
な
り
ま
す
が
、

私
た
ち
は
別
の
形
で
こ
れ
か
ら

も
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
各
企
業
や
各
種
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く

の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
今

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
深
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

G
U
NG
UN
S
PL
AS
H

実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

秦

靖
英

ふ
れ
あ
い
12
月
号
は
左
記
の

皆
様
の
ご
協
賛
を
い
た
だ
き

発
行
い
た
し
ま
し
た
。

TEL:0854-22-3038
FAX:0854-22-3293
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来
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町
１
２
４
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３

22
ー

3
0
3
8

編
集

想
像
す
る
J
C
ブ
ラ
ン
ド
確
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委
員
会

編
集
長

矢
田

敦
子

http:/yasugi-jc.com/
E-mail:yasugi-jc@galaxy.ocn.ne.jp

※広報誌『ふれあい』についてのご感想・ご要望もお待ちし
ております。

矢田敦子
矢田醤油店

景
山
総
業
㈲

㈲
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㈱
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し
ま
や

㈲
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浦
建
設

㈲
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田
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設
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建
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矢
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㈱
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工
務
店

遠
藤
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

B
o

d
y
 C

a
re

 S
M

IL
E

雲
樹
寺

㈲
丸
和
運
輸

平
井
建
設
㈱

日
野
木
工

㈱
な
が
た
に

（順不同）

安来の事をもっと
知りたい、何かで
きることが無いか
考えるきっかけに
なりました！

普段の仕事では関わ
ることのない様々な
職種の方と知り合う
ことで人脈が広がり
ました！

安来には親切な方が
多いと気付き、メン
バーの皆さんと一緒
に安来を盛り上げた
いと思いました！

まちづくりを
通して色々な事
を学んでいけたら
と思っています！

高い目的意識を持っ
て活動されているし、
交友が増えたのでプ
ラスになっていま
す！

小原昴大
ダスキン安来

松浦瑞樹
安来市役所

石和田早織
第一生命㈱

島根支社

安来営業オフィス

大黒辰治
IXY’s

小笹宏太郎
日立金属㈱

安来工場

入会希望の方はJCI安来事務局に、

またはメンバーまでお気軽に

ご相談、ご連絡下さい♪駆けつけます！
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